
　

は
じ
め
に

　

昭
和
二
〇
年
八
月
一
五
日
の
終
戦
（
敗
戦
…
…
。
ど
う
呼
ぶ
か
で
そ
の
人
の
歴
史
観
が
問
わ
れ
た
り
す
る
の
だ
が

…
…
。
）
か
ら
既
に
七
〇
年
以
上
が
経
過
し
た
。
人
が
死
ぬ
運
命
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
以
上
、
戦
争
を
体

験
し
た
日
本
人
は
年
々
少
な
く
な
っ
て
い
く
。
今
後
戦
争
が
な
け
れ
ば
、
い
つ
か
ゼ
ロ
に
な
っ
て
し
ま

う
。
戦
争
が
な
い
の
は
い
い
が
、
歴
史
か
ら
学
ぶ
、
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
戦
争
が
あ
っ
た
と
い
う

歴
史
を
語
る
「
証
人
」
は
必
要
で
あ
る
。
そ
ん
な
こ
と
か
ら
、
今
「
戦
争
遺
跡
」
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

筆
者
は
一
応
史
学
科
卒
業
で
、
今
で
も
細
々
と
中
世
城
郭
の
研
究
を
続
け
て
い
る
。
ま
た
、
市
役
所
就

職
後
に
文
化
財
保
護
の
部
署
に
配
属
さ
れ
、
文
化
財
の
調
査
・
普
及
に
従
事
し
た
こ
と
も
あ
る
。
本
書
に

関
係
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
埼
玉
県
の
近
代
化
遺
産
調
査
や
学
童
疎
開
調
査
に
も
関
わ
っ
た
。
筆
者
が
城
の

研
究
を
始
め
た
こ
ろ
は
、
城
は
権
力
者
の
も
の
、
戦
争
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
研
究
の
場
で
は
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
忌
避
さ
れ
て
き
た
。
ま
し
て
や
、
近
代
の
戦
争
に
関
す
る
遺
跡
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
極
端
な
言
い

方
を
す
れ
ば
無
視
に
近
い
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
と
思
う
。
戦
争
に
関
す
る
遺
跡
を
積
極
的
に
保
存
し
よ
う

と
す
る
考
え
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
も
戦
争
の
な
い
日
々
が
続
い

た
こ
と
、
沖
縄
を
中
心
に
「
戦
争
遺
跡
」
の
価
値
が
見
直
さ
れ
て
き
た
こ
と
、
近
代
化
遺
産
の
一
部
と
し

て
戦
争
に
関
す
る
遺
跡
が
調
査
・
研
究
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
次
第
に
こ
う
し
た
雰
囲
気
は

変
わ
っ
て
き
た
。
「
戦
争
遺
跡
」
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
も
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
関
東
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で
も
、
茨
城
・
群
馬
・
千
葉
・
神
奈
川
な
ど
の
代
表
的
な
「
戦
争
遺
跡
」
を
紹
介
し
た
本
が
刊
行
さ
れ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
埼
玉
県
で
は
今
の
と
こ
ろ
、
こ
う
し
た
本
は
出
版
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
「
戦
争
遺
跡
」
を
紹
介
す
る
記
事
も
あ
り
、
そ
こ
で
埼
玉
の
「
戦
争
遺
跡
」
が
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
多
い
。
と
は
い
え
、
あ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
遺
跡
が
別
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
し
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
ネ
ッ

ト
上
で
記
事
が
探
せ
な
い
な
ど
、
情
報
は
ま
だ
ま
だ
断
片
的
で
あ
る
。
県
内
全
域
の
「
戦
争
遺
跡
」
を
ま

と
め
た
本
が
欲
し
い
。
で
も
、
出
な
い
。
欲
し
い
け
れ
ど
も
出
な
い
の
な
ら
、
自
分
で
作
っ
て
し
ま
お
う

…
…
。
そ
れ
が
本
書
刊
行
の
動
機
で
あ
る
。

　

先
述
し
た
よ
う
に
筆
者
の
主
な
問
題
関
心
は
城
で
あ
っ
て
、
近
代
に
つ
い
て
は
門
外
漢
で
、
戦
争
に
つ

い
て
の
知
識
は
乏
し
い
。
も
し
か
し
た
ら
、
現
役
の
受
験
生
以
下
か
も
し
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
ど
う

し
て
も
い
ろ
い
ろ
な
先
行
研
究
を
コ
ピ
ー
し
た
か
の
よ
う
な
記
述
と
な
っ
て
し
ま
う
の
は
避
け
ら
れ
な

い
。
多
分
、
読
ん
で
い
け
ば
「
こ
の
著
者
、
あ
ま
り
詳
し
く
な
い
な
あ
」
「
知
識
が
浅
い
な
あ
」
と
気
づ

か
れ
て
し
ま
う
と
思
う
。
で
も
そ
れ
で
い
い
の
だ
。
本
書
は
あ
く
ま
で
「
き
っ
か
け
」
だ
と
思
っ
て
い
る
。

個
々
の
歴
史
を
語
る
本
で
は
な
く
、
研
究
書
で
も
な
い
。
今
残
る
モ
ノ
の
案
内
書
だ
と
割
り
切
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
良
い
。
い
ず
れ
、
よ
り
詳
し
い
著
者
な
り
公
的
機
関
が
、
よ
り
よ
い
本
を
作
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
そ
れ
で
い
い
。
そ
れ
ま
で
、
県
内
の
「
戦
争
遺
跡
」
に
興
味
の
あ
る
方
の
手
伝
い
が
少
し
で
も
で
き
れ

ば
、
本
書
は
十
分
に
そ
の
役
目
を
果
た
せ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

本
書
で
扱
う
「
戦
争
」
は
日
清
戦
争
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
（
太
平
洋
戦
争
・
十
五
年
戦
争
・
ア
ジ
ア
太
平
洋
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戦
争
・
大
東
亜
戦
争
…
…
。
こ
ち
ら
も
ど
う
呼
ぶ
か
で
そ
の
人
の
歴
史
観
が
問
わ
れ
た
り
す
る
の
だ
が
…
…
。
）
ま
で
の

対
外
戦
争
と
す
る
。
ま
た
、
「
戦
争
遺
跡
」
と
い
う
言
葉
は
、
一
方
で
対
象
が
曖
昧
と
の
評
価
も
あ
り
、

そ
れ
も
一
理
あ
る
と
思
わ
れ
る
部
分
も
あ
る
。
本
書
で
は
「
戦
争
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
」
と
い
っ

た
意
味
合
い
で
、
記
念
碑
な
ど
後
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
も
含
め
て
使
用
し
て
い
る
の
で
ご
了
承
願
い
た
い
。

　

本
来
な
ら
知
る
限
り
の
も
の
す
べ
て
を
紹
介
し
た
い
と
こ
ろ
な
の
だ
が
、
私
有
地
や
学
校
敷
地
・
自
衛

隊
敷
地
な
ど
に
あ
っ
て
、
所
有
者
に
迷
惑
が
か
か
り
そ
う
な
場
所
や
立
ち
入
り
が
制
限
さ
れ
て
い
る
場

所
、
整
備
が
さ
れ
て
い
な
い
た
め
危
険
な
場
所
な
ど
は
あ
え
て
紹
介
し
な
か
っ
た
り
、
紹
介
し
て
も
地
図

上
で
所
在
地
を
明
示
し
な
か
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
を
ご
容
赦
願
い
た
い
（
既
に
市
町
村
史
等
で
位
置
が
公
表

さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
紹
介
し
て
い
る
）
。
誰
だ
っ
て
、
自
分
の
土
地
に
無
断
で
入
ら
れ
た
ら
、
良
い
気
は
し

な
い
だ
ろ
う
。
以
前
、
あ
る
市
か
ら
城
郭
調
査
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
あ
る
山
（
所
有
者
の
ご
自
宅

の
裏
山
）
に
あ
っ
た
城
跡
を
調
査
し
た
。
調
査
成
果
は
活
字
化
さ
れ
た
の
だ
が
、
公
表
直
後
か
ら
そ
の
山

に
無
断
で
入
る
者
が
続
出
し
た
。
嫌
に
な
っ
た
所
有
者
は
、
山
を
立
ち
入
り
禁
止
に
し
て
し
ま
っ
た
。
調

査
自
体
に
は
と
て
も
協
力
的
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
後
の
「
城
好
き
」
達
の
行
為
が
相
当
嫌
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
そ
う
な
っ
て
は
困
る
。
や
は
り
最
低
限
の
マ
ナ
ー
は
守
っ
て
ほ
し
い
。
自
分
さ
え
見
ら
れ
れ
ば
良
い
、

と
い
う
の
で
は
い
け
な
い
。
そ
の
点
も
考
慮
の
上
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

　

な
お
、
「
埼
玉
県
平
和
資
料
館
（
埼
玉
ピ
ー
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
」
、
「
原
爆
の
図
丸
木
美
術
館
」
を
は

じ
め
と
す
る
博
物
館
・
資
料
館
に
つ
い
て
は
、
直
接
の
紹
介
対
象
と
は
し
て
い
な
い
の
で
ご
了
承
い
た
だ

き
た
い
。

はじめに3



所
沢
飛
行
場

越
谷
飛
行
場

狭
山
飛
行
場

高
萩
飛
行
場

坂
戸
飛
行
場

松
山
飛
行
場

小
原
飛
行
場

児
玉
飛
行
場

動
物
と
戦
争

82129354051555968
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は
じ
め
に
…
…
…
1

東
雲
寺
の
魚
雷

普
門
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の
海
軍
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器

分
捕
品
と
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利
兵
器
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納
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秩
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神
社

忠
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碑

熊
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陸
軍
飛
行
学
校

熊
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陸
軍
飛
行
学
校
桶
川
分
教
場

陸
軍
航
空
士
官
学
校

防
空
監
視
哨
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東
京
第
一
陸
軍
造
兵
廠
川
越
製
造
所

浅
野
カ
ー
リ
ッ
ト

鉢
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航
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廠

服
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計
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』
収
録
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争
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係
遺
構
…
…
…
184

あ
と
が
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…
…
…
186

江
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川
耐
重
橋

常
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院
の
梵
鐘

Ｂ
29
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防
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世
界
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士
之
墓
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本書で紹介する埼玉県戦争遺跡
①所沢飛行場
②越谷飛行場
③狭山飛行場
④高萩飛行場
⑤坂戸飛行場
⑥松山飛行場
⑦小原飛行場
⑧児玉飛行場
⑨東雲寺の魚雷
⑩普門院の海軍兵器
⑪分捕品と戦利兵器奉納碑
⑫秩父御嶽神社
⑬熊谷陸軍飛行学校
⑭熊谷陸軍飛行学校桶川分教場
⑮陸軍航空士官学校
⑯東京第一陸軍造兵廠川越製造所
⑰浅野カーリット
⑱鉢形航空廠
⑲服部時計店南桜井工場
⑳深谷製造所
㉑高谷地下壕群
㉒吉見地下軍需工場
㉓江戸川耐重橋
㉔常光院の梵鐘
㉕Ｂ２９搭乗員慰霊碑
㉖上武大橋
㉗笹井空襲
㉘熊谷空襲
㉙埼玉縣護國神社
㉚世界無名戦士之墓
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所
沢
飛
行
場

　

「
航
空
発
祥
の
地
・
所
沢
」
。
市
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
飛
行
機
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
し
、
市
の
イ
メ
ー
ジ

マ
ス
コ
ッ
ト
「
ト
コ
ろ
ん
」
は
、
頭
に
プ
ロ
ペ
ラ
を
つ
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、
明
治
四
四
年
四
月
、
日
本
で
最
初

の
陸
軍
飛
行
場
が
、
所
沢
町
・
松
井
村
（
と
も
に
現
、
所
沢
市
）
に
開
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
施
設
は
前
年
に
ほ

ぼ
竣
工
し
て
い
て
、
飛
行
機
格
納
庫
・
気
象
測
定
所
・
軽
油
庫
・
滑
走
路
が
あ
っ
た
。
四
月
に
は
徳
川
好
敏
大
尉

操
縦
の
ア
ン
リ
・
フ
ァ
ル
マ
ン
機
が
初
飛
行
に
成
功
し
て
い
る
。
大
正
元
年
の
陸
軍
特
別
大
演
習
で
は
、
一
一
月

一
七
日
に
天
皇
の
行
幸
が
あ
っ
た
。
大
正
二
年
三
月
二
八
日
に
は
、
所
沢
飛
行
場
に
向
か
う
ブ
レ
リ
オ
式
飛
行
機

が
墜
落
、
木
村
鈴
四
郎
陸
軍
砲
兵
中
尉
と
徳
田
金
一
陸
軍
歩
兵
中
尉
が
亡
く
な
っ
た
。
日
本
初
の
飛
行
機
墜
落
死

亡
事
故
で
あ
る
。

　

施
設
は
何
度
か
拡
張
さ
れ
て
い
る
。
第
一
回
の
拡
張
交
渉
は
大
正
七
年
一
一
月
か
ら
始
ま
っ
た
。
第
一
次
世
界

大
戦
の
過
程
で
飛
行
機
の
重
要
性
を
認
識
し
た
軍
部
が
、
施
設
の
充
実
の
た
め
に
企
画
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
後
も
飛
行
場
は
拡
張
が
繰
り
返
さ
れ
、
当
初
七
六
・
三
ha
だ
っ
た
敷
地
は
三
六
五
・
三
ha
と
な
っ
て
い

る
。

　

防
衛
研
究
所
図
書
館
蔵
の
、
昭
和
一
八
年
四
月
調
に
よ
る
と
、
概
要
は
次
ペ
ー
ジ
の
表
の
と
お
り
。

所
沢
市
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所沢陸軍飛行場　入間郡所沢町
面積 東西一、八〇〇米　南北二、〇〇〇米

地面ノ状況
概ネ平坦ナルモ南北－北東ニ向ケ緩徐ナル下リ片勾
配ヲ為ス
硬度ハ普通ニシテ一面ニ良好ナル植芝密生ス

目標 所沢町、村山、山口両貯水池
障碍物 場内中央ニ格納庫多数アリ

離著陸特殊操縦法 著陸方向ハ通常南又ハ北トス
格納設備 格納庫（大型、小型機用）多数アリ
照明設備 場周灯アリ
通信設備
観測設備 陸軍気象観測所アリ、航空気象ヲ観測ス
給油設備 完備ス
修理設備 修理施設完備ス
宿泊設備 兵舎アリ
地方風 全年ヲ通ジ北風多シ

地方特殊ノ気象 暴風ハ三及四月ニ多シ、霧ハ七、八月頃多ク、雷雨
ハ七月及八月頃来襲ス

交通関係 所沢駅（武蔵野鉄道）南方約二粁
其ノ他

　

飛
行
場
は
航
空
教
育
の
場
と
し
て
重
視
さ
れ

た
。
大
正
八
年
四
月
に
陸
軍
航
空
学
校
が
創
設
さ

れ
る
。
大
正
一
三
年
に
は
所
沢
陸
軍
飛
行
学
校
と

な
り
、
昭
和
一
二
年
に
陸
軍
士
官
学
校
分
校
の
新

設
に
伴
っ
て
廃
校
と
な
っ
た
。
少
年
航
空
兵
教
育

の
た
め
の
東
京
陸
軍
航
空
学
校
（
の
ち
の
東
京
陸
軍

少
年
飛
行
兵
学
校
）
は
昭
和
八
年
に
設
置
さ
れ
、
昭

和
一
二
年
に
村
山
村
（
現
、
武
蔵
村
山
市
）
に
移
転

し
た
。
昭
和
一
〇
年
に
は
陸
軍
航
空
技
術
学
校
が

創
立
、
後
に
立
川
町
（
現
、
立
川
市
）
に
移
転
。

一
二
年
に
は
陸
軍
士
官
学
校
分
校
、
所
沢
陸
軍
航

空
整
備
学
校
が
新
設
さ
れ
る
。
陸
軍
士
官
学
校
分

校
は
翌
年
豊
岡
町
（
現
、
入
間
市
）
に
移
転
。
所
沢

陸
軍
航
空
整
備
学
校
は
昭
和
二
〇
年
二
月
に
閉
校

し
、
第
三
飛
行
教
育
隊
と
所
沢
教
育
中
隊
に
再
編

成
さ
れ
た
。

　

設
立
が
古
い
た
め
か
、
県
内
の
ほ
か
の
軍
関
係

―所沢飛行場―9



施
設
と
比
べ
て
町
場
と
の
関
係
が
深
い
。
設
立
に
つ
い
て
は
、
町
民
も
歓
迎
し
て
い
た
。
明
治
四
四
年
の
初
飛
行

の
際
に
は
多
く
の
見
物
客
が
訪
れ
た
。
周
辺
で
は
絵
葉
書
や
玩
具
が
売
ら
れ
、
見
物
客
は
こ
れ
を
土
産
に
買
い
求

め
た
。
「
将
校
ハ
ウ
ス
」
と
呼
ば
れ
た
士
官
向
け
の
洋
風
建
築
の
貸
家
が
建
て
ら
れ
た
。
遊
郭
も
あ
っ
た
。
所
沢

飛
行
場
駅
・
所
沢
飛
行
場
前
駅
も
あ
っ
た
。

　

一
方
で
、
飛
行
場
の
存
在
も
あ
っ
て
か
所
沢
町
は
頻
繁
に
空
襲
を
受
け
て
い
る
。
昭
和
一
九
年
一
二
月
三
日
の

空
襲
で
は
死
者
一
名
、
負
傷
者
六
名
が
出
た
。
昭
和
二
〇
年
に
な
る
と
所
沢
町
で
は
空
襲
一
五
回
の
ほ
か
、
宣
伝

ビ
ラ
も
散
布
さ
れ
た
。

　

終
戦
後
、
飛
行
場
に
は
進
駐
が
あ
り
、
基
地
と
し
て
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
部
分
は
開
拓
地
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、

米
軍
通
信
基
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
地
域
を
除
き
、
基
地
跡
地
は
公
共
施
設
や
住
宅
が
建
設
さ
れ
た
。
中
心

部
は
所
沢
航
空
記
念
公
園
と
な
り
、
平
成
五
年
開
設
の
所
沢
航
空
発
祥
記
念
館
が
あ
る
。

　

公
園
一
帯
は
「
航
空
発
祥
の
地
」
と
し
て
市
の
史
跡
と
な
っ
て
い
る
。
記
念
館
前
、
Ｃ
―
46
の
脇
に
「
航
空
発

祥
の
地
」
の
記
念
碑
が
あ
る
。
記
念
館
の
南
西
に
は
「
所
沢
航
空
発
祥
一
〇
〇
周
年
記
念
碑
」
が
あ
り
、
「
明
治

四
四
年
四
月
一
日
こ
の
地
に
我
が
國
で
初
め
て
飛
行
場
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
南
、
東

西
方
向
に
走
る
窪
み
が
か
つ
て
の
滑
走
路
跡
で
あ
る
。
東
端
に
は
明
治
四
四
年
四
月
に
こ
の
地
を
飛
び
立
っ
た
ア

ン
リ
・
フ
ァ
ル
マ
ン
機
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
あ
る
ほ
か
「
一
九
一
一
年
の
所
沢
飛
行
場
」
と
題
し

た
旧
施
設
の
案
内
図
と
、
実
景
に
ア
ン
リ
・
フ
ァ
ル
マ
ン
機
を
合
成
し
た
写
真
を
載
せ
た
案
内
板
が
あ
る
。
茶
室

彩
翔
亭
（
か
つ
て
格
納
庫
が
あ
っ
た
場
所
）
の
南
西
付
近
に
は
「
大
正
天
皇
御
駐
輦
之
跡
」
碑
が
あ
る
。
天
皇
行
幸
を

記
念
し
て
建
立
さ
れ
た
。
ま
た
、
「
日
本
航
空
の
父
」
と
呼
ば
れ
る
フ
ラ
ン
ス
航
空
教
育
団
の
団
長
、
フ
ォ
ー
ル

10



【所沢飛行場跡地図】
①航空発祥の地記念碑　　②航空整備兵の像　　③ 100 周年記念碑
④旧滑走路　　⑤大正天皇御駐軍之跡　　⑥フォール大佐像
⑦防空壕　　⑧木村・徳田両中尉像　　⑨陸軍用地杭

出典：国土地理院発行 2.5 万分 1 地形図

所沢航空記念公園遠景

―所沢飛行場―11



記念館前に展示される
「中型輸送機 C-46」と
「航空発祥の地碑」

所沢航空発祥記念館

12



所沢航空発祥百周年記念碑

大正天皇御駐輦之跡

アンリ・ファルマン機を
イメージしたモニュメント

―所沢飛行場―13



大
佐
の
胸
像
が
あ
る
。
昭
和
三
年
四
月
に
所
沢
陸
軍
飛
行
学
校
の
校
庭
に
建
立
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
金
属
供
出
に

よ
り
台
座
だ
け
が
残
っ
て
い
た
の
を
復
元
し
た
も
の
で
あ
る
。
野
外
ス
テ
ー
ジ
東
側
に
一
本
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

の
杭
の
よ
う
な
も
の
が
建
っ
て
い
る
。
特
に
説
明
板
は
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
軍
が
駐
留
し
て
い
る
際
に
、
防
空
壕

の
あ
っ
た
場
所
で
あ
る
。
元
は
飛
行
場
に
あ
っ
た
も
の
を
利
用
し
た
も
の
だ
が
、
戦
後
日
本
に
防
空
壕
…
と
い
う

の
は
気
に
な
る
。
滑
走
路
跡
の
東
側
に
は
昭
和
一
九
年
五
月
二
一
日
に
航
空
整
備
学
校
内
に
建
て
ら
れ
た
「
航
空

整
備
兵
の
像
（
少
年
飛
行
兵
像
）
」
が
移
設
さ
れ
て
い
る
。
南
東
に
下
っ
た
池
の
脇
に
は
墜
落
事
故
で
亡
く
な
っ
た

木
村
・
徳
田
両
中
尉
像
が
あ
る
。
当
初
は
墜
落
地
に
あ
っ
た
が
、
何
度
か
移
転
を
繰
り
返
し
、
現
在
地
に
落
ち
着

い
て
い
る
。

フォール大佐胸像と
来日した団員の名前が刻まれた

プレート

14



航空整備兵の像（少年飛行兵像）木村・徳田両中尉像

防空壕跡

―所沢飛行場―15



　

公
園
周
辺
を
見
て
み
よ
う
。
所
沢
市
消
防
団
第
二
分
団
前
に
「
陸
軍
用
地
」
と
刻
ま
れ
た
杭
が
残
っ
て
い
る
。

陸
軍
東
京
憲
兵
隊
赤
坂
憲
兵
分
署
隊
所
沢
分
遣
所
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。
南
に
あ
る
旭
橋
は
、
飛
行
場
開
設
の
際

に
造
ら
れ
た
。
最
初
は
土
橋
で
あ
っ
た
が
、
飛
行
場
の
拡
張
に
よ
り
昭
和
五
年
三
月
に
架
け
替
え
ら
れ
た
。
国
登

録
有
形
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
。

所沢市消防団第二分団前にある
「陸軍用地」の杭

掛け替えられた旭橋

16



　

所
澤
神
明
社
に
は
飛
行
場
が
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
鳥
船
神
社
（
所
澤
航
空
神
社
）
が
あ
る
ほ
か
、
大
正
天
皇

行
幸
記
念
碑
が
あ
る
。

　

新
光
寺
に
は
昭
和
二
年
七
月
二
八
日
の
事
故
で
亡
く
な
っ
た
畑
少
佐
・
伊
藤
大
尉
を
供
養
す
る
た
め
昭
和
一
六

年
に
建
て
ら
れ
た
「
航
空
殉
難
英
霊
供
養
塔
」
が
あ
る
。

同境内の大正天皇行幸記念碑 鳥船神社（所澤神明社内）

航空殉難英霊供養塔（新光寺）

―所沢飛行場―17



　

下
富
調
整
池
は
、
飛
行
場
の
廃
水
処
理
の
た
め
、
昭
和
一
六
年
に
建
設
さ
れ
た
。
周
辺
に
は
誘
導
路
が
あ
り
、

掩
体
壕
も
造
ら
れ
て
い
た
。
県
内
に
あ
っ
た
掩
体
壕
は
、
戦
争
末
期
に
造
ら
れ
た
も
の
が
多
い
た
め
か
、
ほ
と
ん

ど
が
土
塁
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
所
沢
で
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
も
の
も
あ
っ
た
。
現
存
す
る
も
の

は
な
い
。

　

飛
行
場
と
は
直
接
関
係
は
な
い
が
、
所
沢
市
役
所
西
口
玄
関
前
広
場
に
広
島
市
役
所
旧
庁
舎
の
被
爆
敷
石
が
移

設
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

現在の下富調整池の様子

市役所西口玄関前広場にある被爆敷石

下富調整池と砂川堀の案内看板
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【所沢飛行場跡周辺戦争遺跡地図】
①旭橋　　②所澤神明社　　③新光寺　　④下富調整池

出典：国土地理院発行 2.5 万分 1 地形図

―所沢飛行場―19
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史
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史
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史
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〇
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史
「
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で
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郷
・
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散
歩
」
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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（
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学校名 疎開先 現市町村名 学寮施設

神田区（現千代田区）
　錦華国民学校

本庄町

本庄市

安養院
仏母寺
慈恩寺
泉林寺

児玉町
玉蓮寺
実相寺
玉蔵寺
島屋旅館

丹壮村
神川町

長慶寺
普門寺

青柳村 大光普照寺
石重寺

神田区
　神田国民学校

本庄町 本庄市 円心寺

賀美町

上里町

大光寺

神保原村 安盛寺
善台寺

七本木村 休安寺

神田区
　千桜国民学校

加須町

加須市

光明寺
野金料理店

三俣町 龍蔵寺
地蔵院

樋遣川村 聖徳寺

騎西町 浄楽寺
玉敷神社

神田区
　橋本国民学校

荒木村

行田市

東福寺
真観寺

忍町
宝積寺
港屋旅館
蓮華寺
正覚寺

埼玉県における学童集団疎開受入状況
埼玉県平和資料館『学舎の子どもたち』（1994）所収の一覧を簡略化
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学校名 疎開先 現市町村名 学寮施設

神田区
　西神田国民学校

不動岡村 加須市 総願寺

手子林村

羽生市

冨徳寺
福生院

羽生町 建福寺
正覚院

井泉村 源長寺
長善寺

新郷村 祥雲寺

神田区
　芳林国民学校

幸手町 幸手市
聖福寺
正福寺
朝万旅館
義語屋旅館

栗橋町
栗橋町

浄信寺
顕正寺
深広寺

靜村 宝聚寺

神田区
　小川国民学校

幸松村
春日部市

仲蔵院
浄春院

宝珠花村 宝蔵院

桜井村 杉戸町 倉常寺

富岡村 幸手市 正明院
宝聖寺

神田区
　淡路国民学校

吉川町
吉川市

延命寺

旭村 正覚寺

松伏領村
松伏町

静栖寺

金杉村 観音寺

神田区
　今川国民学校

篠津村 白岡市 忠恩寺
興善寺

三箇村

久喜市

永勝寺
長龍寺

菖蒲町 吉祥院
永昌寺

小林村 正眼寺

栢間村 幸福寺

【資料】埼玉県における学童集団疎開受入状況179



上
げ
た
も
の
で
も
、
も
し
か
し
た
ら
、
筆
者
の
探
訪
後
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
も
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
参
考
に
『
埼
玉
県
の
近
代
化
遺
産
』
に
掲
載
さ
れ
た
戦
争
関
係
の
遺
構
を
の
せ
て
お
い
た
が
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
現
存
し
て
い
な
い
こ
と
に
愕
然
と
す
る
。
本
書
を
参
考
に
現
地
に
行
っ
た
ら
既
に
な
か
っ
た
…
…

と
い
う
こ
と
が
あ
れ
ば
申
し
訳
な
い
。
一
方
で
桶
川
の
旧
熊
谷
陸
軍
飛
行
学
校
桶
川
分
教
場
や
上
武
大
橋
の

よ
う
に
、
整
備
・
公
開
さ
れ
た
姿
を
紹
介
で
き
た
も
の
も
あ
る
。
今
後
新
し
く
発
見
さ
れ
、
公
開
さ
れ
る
も

の
も
あ
る
だ
ろ
う
。
も
し
か
す
る
と
そ
れ
ら
を
紹
介
す
る
機
会
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
正
直
な
と
こ

ろ
、
い
ま
だ
に
「
え
？
こ
ん
な
文
献
が
あ
っ
た
の
か
」
と
か
、
「
こ
ん
な
も
の
も
あ
っ
た
ん
だ
」
の
連
続
で
、

ま
だ
ま
だ
そ
れ
は
続
く
だ
ろ
う
。

　
ち
な
み
に
、
本
書
は
も
っ
と
写
真
の
少
な
い
も
の
を
想
定
し
て
い
た
の
だ
が
、
ま
つ
や
ま
書
房
の
担
当
が

ノ
リ
ノ
リ
？
で
写
真
を
多
く
い
れ
て
い
た
だ
い
た
。
お
か
げ
で
見
易
い
も
の
に
な
っ
た
と
思
う
。
感
謝
し
た

い
。

　

福
岡
県
や
沖
縄
県
で
は
、
県
に
よ
る
戦
争
遺
跡
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
で
き
れ
ば
、
埼
玉
県
で
も

戦
争
に
関
す
る
「
モ
ノ
」
の
全
容
を
把
握
す
る
調
査
が
行
わ
れ
、
保
存
を
検
討
す
る
基
礎
と
な
っ
て
く
れ
れ

ば
い
い
、
と
思
う
。
本
書
が
そ
の
き
っ
か
け
と
な
る
な
ら
、
う
れ
し
い
こ
と
で
あ
る
。

188



2023 年 4 月 30 日　初版第一刷発行
著　者　関口　和也
発行者　山本　智紀 
印　刷　モリモト印刷株式会社
発行所　まつやま書房

埼玉県の戦争遺跡

〒 355 － 0017　埼玉県東松山市松葉町 3 － 2 － 5
Tel.0493 － 22 － 4162　Fax.0493 － 22 － 4460
郵便振替　00190 － 3 － 70394
URL:http://www.matsuyama － syobou.com/

©SEKIGUCHI　KAZUYA
ISBN 978-4-89623-189-2 C0021
著者・出版社に無断で、この本の内容を転載・コピー・写真絵画そ
の他これに準ずるものに利用することは著作権法に違反します。
乱丁・落丁本はお取り替えいたします。
定価はカバー・表紙に印刷してあります。

著者紹介

　関口　和也（せきぐち　かずや）

　1964 年、埼玉県川越市に生まれる。上智大学文学部史学科卒。
　市役所職員として、文化財保護係在職中に埼玉県の近代化遺産調
査、学童疎開調査、国立歴史民俗博物館の板碑データベース作成の
ための調査等に従事。2019 年、市役所を退職するが、諸事情により
同じ市役所でのアルバイト、再就職、退職を繰り返し現在に至る。
城郭史料研究会会員。

　執筆に参加したものとして、
　『図説中世城郭事典　１』（新人物往来社　1987）
　『日本中世史研究事典』（東京堂出版　1995）
　『図解近畿の城郭Ⅰ～Ⅴ』（戎光祥出版　2014 ～ 2018）
　『近世城郭の謎を解く』（戎光祥出版　2019）など。


